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武蔵村山市家庭ごみ有料化及び戸別収集導入実施計画（素案）に対する 

パブリックコメント及び市民説明会における意見等を踏まえた実施計画の変更案 

 

該当ページ 現 状 変更案 

10 ページ ⑵ 有料化の対象品目 

ア 有料化の対象とする家庭ごみ 

市が収集する家庭ごみのうち、新たに有料化の対象とする品目は、「可燃ご

み（燃やせるごみ）」、「不燃ごみ（燃やせないごみ）」、「容器包装プラスチ

ック」及び「ペットボトル」とします。 

表 有料化の対象とする品目とその理由 

 

 

対象とする品目 理由 

可燃ごみ（燃やせるごみ） 焼却・埋め立てによる環境負荷軽

減の観点から、より一層の減量を

推進するため 不燃ごみ（燃やせないごみ） 

容器包装プラスチック 
簡易包装の推進及びレジ袋等の排

出抑制を促進するため 

ペットボトル 
拡大生産者責任の観点から、店頭

回収への動機付けを図るため 

⑵ 有料化の対象品目 

ア 有料化の対象とする家庭ごみ 

市が収集する家庭ごみのうち、新たに有料化の対象とする品目は、「可燃ご

み（燃やせるごみ）」、「不燃ごみ（燃やせないごみ）」、「容器包装プラスチ

ック」とします。 

表 有料化の対象とする品目とその理由 

有料化の対象とする品目 理由 

可燃ごみ（燃やせるごみ） 焼却・埋め立てによる環境負荷軽

減の観点から、より一層の減量を

推進するため 不燃ごみ（燃やせないごみ） 

容器包装プラスチック 
簡易包装の推進及びレジ袋等の排

出抑制を促進するため 
 

資料３ 
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該当ページ 現 状 変更案 

10 ページ 表 有料化の対象から除く品目とその理由 

有料化の対象から除く品目※ 理由 

かん 

適正分別により資源化の推進が見込

まれるため 

びん 

有害物 

金属 

古紙類 

布類 

剪定枝 みどりの保全、緑化の推進を図るた

め 落ち葉 

紙おむつ 子育て世帯、要介護者等のいる世帯

への配慮のため 

地域清掃により回収されたご

み 

地域の環境美化活動を支援するため 

※対象外の品目であっても、粗大ごみに該当する場合は、有料で収集しま

す。 

 

表 有料化の対象から除く品目とその理由 

有料化の対象から除く品目※ 理由 

ペットボトル 

適正分別により資源化の推進が見込

まれるため 

かん 

びん 

有害物 

金属 

古紙類 

布類 

剪定枝 みどりの保全、緑化の推進を図るた

め 落ち葉 

雑草類 

紙おむつ 子育て世帯、要介護者等のいる世帯

への配慮のため 

地域清掃により回収されたご

み 

地域の環境美化活動を支援するため 

※対象外の品目であっても、粗大ごみに該当する場合は、有料で収集しま

す。 
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該当ページ 現 状 変更案 

１４ページ エ 武蔵村山市における手数料 

 これまでの「ア ごみの排出抑制や再生利用の推進への効果」、「イ 市

民の受容性の考慮」及び「ウ 周辺市町村における手数料の料金水準の考

慮」を踏まえ、本市における手数料は、可燃ごみ（燃やせるごみ）及び不

燃ごみ（燃やせないごみ）は、１リットル当たり２円とし、容器包装プラ

スチック及びペットボトルは、１リットル当たり１円とします。 

 なお、現在、中間処理施設への直接搬入に係る廃棄物処理手数料につい

ては、２００キログラムを超える量から１キログラム当たり２５円の手数

料を徴収していますが、こちらについても見直しを図ります。 

 

表 武蔵村山市における廃棄物処理手数料 

品目 手数料 

可燃ごみ（燃やせるごみ） 
２円/ℓ 

不燃ごみ（燃やせないごみ） 

容器包装プラスチック 
１円/ℓ 

ペットボトル 

 

 なお、上記の手数料を用いて有料化導入後に見込まれるごみの排出量か

ら１世帯当たりの平均負担額（月間）を試算したところ、４８６円という

結果となりました。この金額は、５００円程度という多くの市民が受容で

きる金額と考えられます。 

 

≪続く≫ 

エ 武蔵村山市における手数料 

 これまでの「ア ごみの排出抑制や再生利用の推進への効果」、「イ 市

民の受容性の考慮」及び「ウ 周辺市町村における手数料の料金水準の考

慮」を踏まえ、本市における手数料は、可燃ごみ（燃やせるごみ）及び不

燃ごみ（燃やせないごみ）は、１リットル当たり２円とし、容器包装プラ

スチックは、１リットル当たり１円とします。 

 なお、現在、中間処理施設への直接搬入に係る廃棄物処理手数料につい

ては、２００キログラムを超える量から１キログラム当たり２５円の手数

料を徴収していますが、こちらについても見直しを図ります。 

 

表 武蔵村山市における廃棄物処理手数料 

品目 手数料 

可燃ごみ（燃やせるごみ） 
２円/ℓ 

不燃ごみ（燃やせないごみ） 

容器包装プラスチック １円/ℓ 

 

 なお、上記の手数料を用いて有料化導入後に見込まれるごみの排出量か

ら１世帯当たりの平均負担額（月間）を試算したところ、４４７円という

結果となりました。この金額は、５００円程度という多くの市民が受容で

きる金額と考えられます。 

 

 

≪続く≫ 
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該当ページ 現 状 変更案 

１４ページ 表 １世帯当たりの平均負担額（月間）の試算結果 

  ペットボトル 合計 

１世帯当たりの 

ごみ排出量（年間） 

 
６.６ｋｇ ３５７.４ｋｇ 

かさ比重  ０.０１４ｋｇ/ℓ ― 

１世帯当たりの 

ごみ排出容量（年間） 

 
４７３ℓ ３,４５４ℓ 

１世帯当たりの 

ごみ排出容量（月間） 

 
３９ℓ ２８８ℓ 

手数料  １円/ℓ ― 

１世帯当たりの 

負担金額（月間） 

 
３９円 ４８６円 

 

 

表 １世帯当たりの平均負担額（月間）の試算結果 

  合計 

１世帯当たりの 

ごみ排出量（年間） 

 
３５０.８ｋｇ 

かさ比重  ― 

１世帯当たりの 

ごみ排出容量（年間） 

 
２,９８１ℓ 

１世帯当たりの 

ごみ排出容量（月間） 

 
２４９ℓ 

手数料  ― 

１世帯当たりの 

負担金額（月間） 

 
４４７円 
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１５ページ 

 

 

 

 

 

 

オ 武蔵村山市の指定収集袋の仕様 

 指定収集袋については、以下の１４種類を作成します。 

 なお、指定収集袋は、分別排出促進の観点からごみの種類ごとに

色を分け作成するとともに、視覚障害者が手触りで袋の種類を判別

できるような加工を施します。さらに、環境への負荷を軽減するた

め、バイオマス原料を使用した指定収集袋を採用することとしま

す。 

      

表 指定収集袋の種類と１枚当たりの値段 

種類 色 単価 容量 １枚当たりの値段 

可燃ごみ（燃

やせるごみ）用 
緑 ２円/ℓ 

５ℓ １０円 

１０ℓ ２０円 

２０ℓ ４０円 

４０ℓ ８０円 

不燃ごみ（燃

やせないごみ）

用 

オレンジ ２円/ℓ 

５ℓ １０円 

１０ℓ ２０円 

２０ℓ ４０円 

４０ℓ ８０円 

容器包装プラ

スチック用 
ピンク １円/ℓ 

１０ℓ １０円 

２０ℓ ２０円 

４０ℓ ４０円 

ペットボトル用 透明 １円/ℓ 

１０ℓ １０円 

２０ℓ ２０円 

４０ℓ ４０円 

 

 

オ 武蔵村山市の指定収集袋の仕様 

 指定収集袋については、以下の７種類を作成します。 

 なお、指定収集袋は、手数料ごとに色を分け作成するとともに、

視覚障害者が手触りで袋の種類を判別できるような加工を施しま

す。さらに、環境への負荷を軽減するため、バイオマス原料を使用

した指定収集袋を採用することとします。 

 

表 指定収集袋の種類と１枚当たりの値段 

種類 色 単価 容量 １枚当たりの値段 

可燃ごみ・不

燃ごみ（燃やせ

るごみ・燃やせ

ないごみ）兼用 

緑 ２円/ℓ 

５ℓ １０円 

１０ℓ ２０円 

２０ℓ ４０円 

４０ℓ ８０円 

容器包装プラ

スチック用 
ピンク １円/ℓ 

１０ℓ １０円 

２０ℓ ２０円 

４０ℓ ４０円 
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該当ページ 現 状 変更案 

１６ページ 

表 減免対象

世帯及び交付

要領 

 

指定収集袋の交付枚数（年間） 

世帯 

人数 
容量 

配布枚数 

① ② 

１人 １０ℓ １００枚 ４０枚 

２人 ２０ℓ １００枚 ４０枚 

３人 ２０ℓ １５０枚 ６０枚 

４人 ４０ℓ １００枚 ４０枚 

①：可燃ごみ用・不燃ごみ用 

②：容器包装プラスチック用・ペットボトル用 

 

５人以上の世帯については、４人を超える人数１

人につき、可燃ごみ用・不燃ごみ用で２０ℓ袋５０枚、

容器包装プラスチック用・ペットボトル用で２０ℓ袋２０

枚を４人世帯への交付枚数に追加して交付します。 

  

 

指定収集袋の交付枚数（年間） 

世帯 

人数 
容量 

配布枚数 

① ② 

１人 １０ℓ １００枚 30 枚 

２人 ２０ℓ １００枚 30 枚 

３人 ２０ℓ １５０枚 45 枚 

４人 ４０ℓ １００枚 30 枚 

①：可燃ごみ・不燃ごみ兼用 

②：容器包装プラスチック用 

 

５人以上の世帯については、４人を超える人数１

人につき、可燃ごみ・不燃ごみ兼用で２０ℓ袋５０枚、

容器包装プラスチック用で２０ℓ袋１５枚を４人世帯

への交付枚数に追加して交付します。 

 

  

  


